第２回家庭部門会議の概要
１．テーマ　　家庭部門における省エネの促進方策等について
２．目　　的
・2016年5月に策定された国の温暖化対策計画の中で、2030年度に温室効果ガスを2013
年度比26％削減することとされ、特に「家庭部門」は2013年度比40％削減が求められている。

・このため、家庭における省エネの取組みおよび住宅の省エネ化の促進に向けた取組みについて、課

題整理を踏まえて、具体的な取組みを検討し、関係団体を通じて展開する。

３．会議の開催
（１）日　　時：平成28年９月26日（月)　14時～16時
（２）場　　所：大阪府庁本館　５階共用会議室
（３）出席者：
【消費者団体・環境NPO】
なにわの消費者団体連絡会、全大阪消費者団体連絡会、公益社団法人全国消費生活相談
員協会、公益社団法人日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会西日本支部、

NPO法人住宅長期保証支援センター、NPO法人ひらかた環境ネットワーク会議、NPO法人摂

津市人材サポート・ビューロー、NPO法人大阪環境カウンセラー協会
【エネルギー供給事業者】
　関西電力(株)、大阪ガス(株)
【自治体等】
　経済産業省近畿経済産業局、環境省近畿地方環境事務所、大阪市、堺市、豊中市

大阪府地球温暖化防止活動推進センター、大阪府
（４）概要および意見等
　　〈家庭部門における省エネ取り組みの促進について〉
　　○事務局より、前回会議(6/30)の議論の整理として、家庭の省エネ取り組みに関する消費者へ

の情報提供のあり方および住宅における省エネ化の促進に向けた課題について説明。
　　　・情報提供のあり方については、伝えるべきターゲットを明確にして、ターゲットに適したアプローチ(

情報伝達手段）を選択すべき。
・住宅の省エネ化の促進に向けては、住宅の省エネに関する基本的知識やイメージが消費者側
　に少ない現状を踏まえ、まずは基本的な情報を整理して段階的に啓発することが望ましい。
　　○参画団体より、家庭の省エネに資する取り組み事例として、環境家計簿や市民向け環境実験

教室（体験型）などについて紹介。
   　→手回し発電機を用いた実験教室など、体験を通じて学ぶことは価値がある。また、環境家計
簿の取組み者に、特典としてゴーヤーを配布するなど、楽しく取り組んでもらえる工夫も大事。

   ○大阪府住宅まちづくり部より、住宅の省エネ化の促進に向けた取り組み事例として、消費者向け
　　　 啓発パンフレット｢なんでやねん？省エネ住宅｣および、リフォームの際に確かな省エネ技術を身に
つけた事業者を紹介する｢リフォームマイスター制度｣について説明。

　　　　→主にリフォームを考えている方を対象とした情報になっているが、リフォームはかなりの費用がかかる話なので、リフォームまでいかなくても今あるものを少し工夫して（例えばDIY）、省エネができそうな取り組みなどの情報もあればよいのではないか。雨戸を通気性のあるものに取り替えるとか、窓の断熱効果を高めるためにプチプチシートを貼るなど。

   　　→リフォームでできることもあるが、冊子の中には躯体蓄熱など、リフォームではできない、むしろ新築などを対象とした情報も含まれているように感じる。全体として、新築で目指すべきこと、投資をしてリフォームで目指すべきこと、DIYでできるようなこと、の3段階くらいで情報を整理した方が分かりやすいのではないか。

　　○環境省近畿地方環境事務所より、国の政策動向や新しい取り組みとして、COOLCHOICE

推進事業および省エネ家電製品への買い替え促進事業などについて紹介。
→環境省で、LEDの普及率100％を取り上げているが、今後、普及を進めるうえで、LED買い替えの注意点等などがあれば、情報共有することも必要。

○事務局より、地域広報誌と連携した消費者向け省エネ啓発事業（案）について説明。

　　　　→地域広報誌でも、読者層が異なると思うので、リサーチは必要と思う。リフォームを考える世代
なのか、若い子育て世代なのか、子どもが中学校くらいなのか、それぞれ自分のライフプランに

あった情報が欲しいと思う。
　　　　→家庭向けの省エネ啓発にあたっては、国としてやること、府としてやること、明確に切り分けるこ
　　　　　とは難しいかもしれないが、役割分担は必要。市町村や民間企業も含めて、府全体として盛
り上げていけたらよい。

　〈電力・ガスシステム改革について〉
○4月に電力自由化がスタートして以降の新電力への切り替え状況について説明。
○来年4月からスタートする予定のガス自由化について、制度整備の状況について説明。

　〈今夏の電力需給状況について〉
　　○関西電力より今夏の電力需給状況について報告。
　　○｢はぴeみる電｣に関する新たな取り組み（機能追加）について紹介。

以　上
